
守山まるごと活性化 議事要旨    

会議名： 

日時：平成 30 年 12 月９日（日）午前 10 時から 

場所：守山会館２階 図書室  

出席者：井上代表、和田副代表、田中、本城、高山、杉本  

     （龍谷大学生）藤本、青木、植村、小村、大西、松田  

 (行政)市民協働課 三品  守山会館 田中、臼井 

使用資料：わがまちミーティングテーマ案、抽出方法案、H29 案内文・チラシ、アンケート案 

議題 
１．自己紹介 

２．わがまちミーティングについて 

会議要旨 

内容 

１．自己紹介 

●前回会議から龍谷大学政策学部「政策実践・探究演習」受講生も会議に参加しており、改めて自己

紹介 

 

２．わがまちミーティングについて 

(1) テーマおよび話し合いの流れについて 

●龍谷大学で検討した案を説明 

テーマ：住み続けたいまちとは？〜みんなで守る地域のつながり〜  

ステップ 1:あなたのまちで守りたいものはなんだろう？ 

ステップ 2:まちを守るために必要なことってなんだろう？ 

ステップ 3:みんなで守る地域のつながりとは？ 

【意見等】 

・「まちで守りたいもの」を聞かれたら、市全体の大きなことを思い浮かべてしまわれる恐れがある 

→「住み続けたいまち」とあるので、日常の暮らしのことを考えてもらえるはず  

・「地域」という言葉を使うと「＝自治会」とミスリードしてしまわないか心配 

 →自治会ととらえる人もいれば、もっと狭くまたは広くとらえる人もいるはず  

・ステップ２は、この聞き方だと単なる行政への要望になってしまうかもしれない  

 →必要な「もの」ではなく「こと」を聞いているので、ソフト的なことの話になるはず  

   もし要望が出ても、「逆に自分たちにできることは？」という流れにファシリテートすればよい 

・新しい住民にとっては「守る」という意識は薄いかもしれない  

 →「つくる」という言葉をテーマに加える 

・テーマにある「住み続けたいまち」がステップの中に出てこない  

  →ステップ２を「住み続けたいまちをつくるために必要なこと」とする  
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⇒以下の通り修正 

テーマ：住み続けたいまちとは？〜みんなでつくり、守る地域のつながり〜 

ステップ 1:あなたのまちで守りたいものはなんだろう？ 

ステップ 2:住み続けたいまちをつくるために必要なことってなんだろう？ 

ステップ 3:みんなでつくり、守る地域のつながりとは？ 

(2) 抽出方法について 

●一般的な抽出方法は、参加者の年齢構成が守山学区全体の年齢構成と近くなるように、年代ごと

の参加率を加味して抽出する。 

●過去の参加者アンケートの中で「機会があればまた参加したい」と答えていた方にも案内する。  

【意見等】 

・この抽出方法だと、参加者を６グループに分けるとしたら、欠ける年代がある  

 →20 歳区切りでみると、各年代から１～２名程度は入ってもらえるはず 

⇒案のとおりの抽出方法とする 

(3) 案内文およびチラシについて 

●昨年度のものを参考に内容を確認 

【意見等】 

・当日の写真を載せるとわかりやすい 

・終了時刻は「～ごろ」として、多少前後する可能性があることを伝えた方がよい  

・申し込み先は守山会館か市民協働課に統一する 

・事前申し込みが必要なことや申し込み方法は特に強調する 

・「公共交通機関をご利用ください」は不要 

⇒チラシはデザインも含め、龍谷大学で案を作成してもらう 

  案内文とアンケートは市で作成する 

(4) アンケートについて 

●案内に同封するアンケートについて、例年通りにするか変更（事務局案あり）するか検討  

 【意見等】 

・統計データとして同じ内容でとり続けると分かってくることがある 

・自由記述についても、使われている言葉などから分析することができる  

・設問の順番は分かりやすく変えた方がよい 

・結果は当日に報告した方がよい。また、その旨を説明文に加えた方がよい  

 ・「住み続けたいまち」を聞く設問は自由記述にする 

 ⇒内容は変更しない。設問の順番など微修正する。 

決定事項 
・わがまちミーティングのテーマ、抽出方法 

・次回会議 ２月３日（日）午前 10 時から 

次回以降につ

いて 
・話し合いの流れの最終決定、当日の進行等の確認 

 


